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1.はじめに 

感性語は，心理的感情を表現する語である．古典文学

において「をかし」「あはれ」とは一般的に「趣深い」

という意味を持つ単語であると辞書上で定義されている．

しかし，現代において「美しい」と感じるものが人それ

ぞれであるように，古典文学における「趣深い」という

感情の捉え方は人それぞれである．平安文学である枕草

子，源氏物語はそれぞれ「をかし」の文学，「あはれ」

の文学と呼ばれる．この呼称は文学内における各単語の

出現回数によるものであるが，「をかし」「あはれ」を

特徴とする 2文学には出現回数以外にも 2つの感性語に対

する捉え方の差が現れていると考える．  

 本研究では，「をかし」「あはれ」のような感性語の

枕草子，源氏物語における捉え方の違いを，単語同士の

関係性を示す語彙空間の可視化によって明らかにするこ

とを目的とする．  

 

2.語彙空間構築システム 

2.1.語彙空間構築システムの構成 

 本研究では，感性語の概念を関連する名詞で外延的に

表現する．このため，感性語と結びつく語を対象文学内

から抽出し，感性語や文学内の他の単語との結びつきを

関係値として算出し，単語同士の関係を表現する． 

 システム概要を述べる．構成図は図 1 に示す．まず，

語彙空間上で関係を示す対象となる対象語を，文学内の

単語から抽出する．次に，対象語同士の関係を一文にお

ける共起をもとに数値化する関係抽出を行う．関係抽出

では，まず感性語と関係の深い名詞を対象語から抽出す

る．これにより，感性語を具体的な対象である名詞で表

現する．次に，抽出した名詞と関係の深い形容詞を対象

語から抽出する．これにより，具体的な対象である名詞

の感性や状態を感性語とは別の形容詞で表現する．最後

に，数値化された単語同士の関係を，単語をノードとし，

単語同士の関係値をリンクとして示したグラフ上に可視

化する．本研究で構築する語彙空間の例を図 2 に示す．

図 2 は源氏物語における語彙空間構築例であり，後に示

す語彙空間図 3 の一部である．例として，感性語「をか

し」は，名詞「薄墨」「重ね」と関係が深いことが単語

間のリンクで示されており，名詞「薄墨」からさらに形

容詞「あさし」等との関係が深いことが示されている．

このように，関係の深い単語同士を結んで表示するもの

を語彙空間として表現する． 

 

2.2.対象語の設定 

 語彙空間上で関係を示す単語である対象語を設定する．

本研究では，「をかし」「あはれ」の趣深さを表現する

対象である「自然表現語」と対象語とする． 

自然表現語の抽出では，まず各文学の文章に対し，  

 

 

 
図 1 語彙空間構築システム構成図 

 
図 2 構築する語彙空間の源氏物語における例 

 

MeCab を利用した形態素解析を行う．形態素解析に利用

する辞書は平安時代の語彙を対象とする中古和文

UniDic[1]とした．次に，形態素解析で取得した単語につ

いて，自然表現語の判定を行う．判定手法は，吉田ら[2]

による単語と属性抽出手法を参考とした．自然表現語の

判定では，予め自然表現語とされている単語である「基

準語」を利用する．本研究では，基準語を国立国語研究

所による分類語彙表[3]に収録される部門「自然」の見出

し語とする．ただし，「趣深い」表現対象になると考え

にくい，自然環境ではない自然物を指す中項目「身体」

「生命」の見出し語や，科学的な表現である分類項目

「物体・物質」「元素」の見出し語は除外した．まず，

各文学が持つ単語が基準語に含まれるか判定し，含まれ

る場合はその語彙を自然表現語とする．基準語に含まれ

ない場合は，Weblio 古語辞典(https://kobun.weblio.jp/)にお

ける語彙の語義文に基準語が含まれているかを判定し，

含まれている場合はその語彙を自然表現語とする． 

 

2.3.対象語同士の関係抽出 

対象語同士の関係を示すため，本研究では一文におけ

る単語同士の共起を利用して関係を数値化する．共起を

有効に利用するため，Simpson係数を利用した数値化を行

う．Simpson係数は，共起する 2単語の共起回数だけでな

く，出現回数の最小値を考慮している．よって，出現回

数中の共起回数の密度で値を算出し，密に共起する語を

判定するため，本研究の単語同士の関係値に利用する． 

 

2.4.語彙空間の構築 

 語彙空間は 2.3で構築した単語同士の関係の通り，まず

「をかし」「あはれ」の感性語から名詞の対象語にネッ

トワークを構築し，次に名詞の対象語から形容詞の対象

語にネットワークを構築したグラフとして可視化される． 

単語同士のネットワーク構築条件は，単語同士の関係値
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である Simpson 係数が一定以上であることとする．本研

究では，単語をノード，単語同士の関係値をリンクで表

現し，バネモデルグラフによって可視化する．バネモデ

ルグラフは，リンクで結合するノード同士の引力と結合

しないノード同士の斥力を反映するグラフである．この

性質により，単語同士の結びつきを表現する．また，各

ノードの大きさはその単語が持つリンクの数に比例して

描画し，語彙空間における単語の影響力を表現する．本

研究ではグラフを D3.js(https://d3js.org/)により実装する． 

 構築した語彙空間の一例として，源氏物語における

「をかし」「あはれ」語彙空間の実装例を図 3 に示す．

図上の着色された円，吹き出しは視認性を挙げるために

本論文上で加工したものである．図 2 で示す単語同士の

関係は，図 3 で吹き出しにより表示している単語同士の

関係の一部である．図 3 で，感性語を表現する名詞の数

は感性語ノードの大きさで表現される．源氏物語におい

て感性語ノードの大きさから，「あはれ」と関係の深い

語数が「をかし」と関係の深い語数より多いことが示さ

れている．また，「をかし」「あはれ」のノードを繋ぐ

リンク上にある単語は両方に共通する単語である．よっ

て，「あはれ」の表現対象が「をかし」の表現対象より

多いといった特徴を語彙空間が示す．語彙空間上で示さ

れる文学間，感性語間の特徴の詳細は 3章で述べる．  

 

3.評価 

 構築した語彙空間が表現する「をかし」「あはれ」に

文学間の差が表現されているかを評価する．本研究では，

感性語を外延的に表現する名詞による感性語間や文学間

の差と，名詞を表現する形容詞による感性語間や文学間

の差により，構築した語彙空間上で各感性語に結びつく

語彙が各文学の特徴を表現していることを示す．表 1 は．

3.1，3.2で述べる各文学の各感性語に結びつく語数を示す． 

 

3.1.枕草子語彙空間上での「をかし」「あはれ」間の差 

枕草子の語彙空間における「をかし」「あはれ」の差

を示す．まず，「をかし」「あはれ」と直接結びつく名

詞を比較する．「をかし」のみを表現する名詞語数は 58

語，「あはれ」のみを表現する名詞語数は 16 語である． 

 
図 3 源氏物語における「をかし」「あはれ」語彙空間 

 

表 1 語彙空間における各感性語を表現する語数 

  をかし

のみ 

をかし・ 

あはれ共通 

あはれ 

のみ 

枕草子 名詞 58   4 16 

形容詞 14 15   4 

源氏 

物語 

名詞   6   1 93 

形容詞   0   6 45 

2つの感性語の共通名詞は 4語である．よって，枕草子で

は「をかし」は「あはれ」よりも対象とする語彙が多い．

また，「あはれ」を表現する語は「をかし」より少ない

が，全体の 20%が「をかし」と共通であり，80%が「あ

はれ」のみを表現する．したがって，「をかし」「あは

れ」のそれぞれを表現する独自の名詞が存在する． 

形容詞による 2 つの感性語の違いを比較する．「をか

し」「あはれ」に共通する形容詞は 15 語である．「をか

し」のみを表現する形容詞は 14 語であり，「をかし」を

表現する全形容詞 29 語の半数を占める．「あはれ」のみ

を表現する形容詞は 4 語であり，「あはれ」を表現する

全形容詞の 25%にあたる．名詞・形容詞による比較結果

から，枕草子では，「をかし」「あはれ」はそれぞれ独

自の感覚を持つことが語彙空間上で直感的に把握できる． 

 

3.2.源氏物語語彙空間上での「をかし」「あはれ」間の差 

 源氏物語の語彙空間における「をかし」「あはれ」の

差を 3.1で述べた枕草子との比較により示す．「をかし」

「あはれ」と直接結びつく名詞は，「をかし」のみが 6

語，「あはれ」のみが 93語であり，「をかし」:「あはれ」

の語数の比はおよそ 1:16 となった．これは，「をかし」

よりも「あはれ」の表現対象となる名詞が多いことと，

枕草子と比較して語数の比に偏りがあることを示す．よ

って，源氏物語では「あはれ」の対象となる名詞が「を

かし」と比較して多く，枕草子よりも偏っていることが

語彙空間で表現されている． 

 形容詞による 2 つの感性語の違いを比較する．源氏物

語では「をかし」独自の形容詞が無い．一方，「をかし」

「あはれ」の両方を表現する形容詞は，「あはれ」を表

現する全形容詞 51 語中 6 語である．よって，源氏物語に

おいて，「をかし」を表現する形容詞は「あはれ」に包

含される．名詞・形容詞による比較の結果から，源氏物

語における「あはれ」は枕草子より広範な対象に「趣深

さ」を表現しており，「をかし」は「あはれ」に包含さ

れる表現であることが語彙空間上で直感的に把握できる． 

 

4.おわりに 

 本研究は，各文学の単語の関係性を示す語彙空間構築

によって，古典文学における感性語表現の捉え方の違い

を可視化することを可能とするものである．語彙空間構

築において，枕草子と源氏物語の 2 文学で，一文におけ

る単語同士の共起を利用し，単語同士の関係性を数値化

した．そして，構築した語彙空間において，感性語と関

係の深い単語を可視化したことにより，各文学において

「をかし」「あはれ」といった感性語に対する捉え方が

異なることを明らかにした．なお，本研究における評価

は，語彙空間における語彙同士の数量的な差を評価した

ものであり，文学的に特徴を示すかは文学の専門家によ

る評価が必要である． 

文 献 

[1] 小木曽智信，小町守，松本裕治，歴史的日本語資料を対象と

した形態素解析，自然言語処理，20巻，5号，p727-748，2013

年． 

[2] 吉田知訓，間瀬心博，北村泰彦，質問応答 Webサイトからの

関連語ネットワークの自動抽出，電子情報通信学会技術研究

報告 = IEICE technical report : 信学技報，108巻，119号，p75-

80，2008年． 

[3] 国立国語研究所,分類語彙表増補改訂版データベース(ver.1.0)， 

2004． 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-894

情報処理学会第85回全国大会


